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最近の地質ニュｰスを読んで

松山での日本地質学会(91年4月)で前所長の石原舜三

さんにお会いした際,r地質ニュｰスが面白くなりまし

たね｣と申しあげたら,｢所でもいろいろ検討しているの

で,編集委員会の方にも話して下さい｣ということでし

た.正直言っでそれまでの地質ニュｰスはあまり読みた

いと思う記事に乏しかったように思います.特殊た地方

の話では,特に何か関心がたいと,わざわざ読むにはわ

たしたちは余りに情報過多の時代にひたりすぎているよ

うです.

本当に今年にたってから地質ニュｰスは面白くたりま

した.たとえば5月号と7月号の石材特集があります.

このようた話題は地質ニュｰス以外にどこで取り上げら

れるでしょうか.研究に没頭している方々にとっては,

今更石材という感じかも知れませんが,街には今や世界

中の石材が氾濫しております.生活世界と地学との結び

つきを考える場合には,石材は格好の接点にたります.

文部省では平成元年に高校学習指導要領を改訂しました

が,高校理科地学はIA･工B･ユエの3本だてになり,

そのうち地学IAでは,｢日常生活と関係の深い地学的

た事物･現象に関する探究活動｣に重点が置かれ,地質

関係では,自然の風景,建造物と岩石,身近な鉱物がと

りあげられております.わたくLはそれで高校の先生方

にも地質ニュｰスの石材特集を紹介し,喜ばれておりま

す.風景や鉱物についても取りあげていただけるようお

願いいたします.なお石材特集で気がついたことたので

すカミ,石の｢め｣について解説がたかったのカミ残念に思

いました.｢め｣については岩盤力学の面から世界的に

注目されており,日本でも岩盤工学者が岩石の物理的異

方性とrめ｣との関係について優れた研究を行っており

ます.ぜひ記事にしていただきたいと思います.

このほか9月号の地球環境特集も興味深く全へ一ジ読

ま喧ていただきました.上記の地学IAにも,資源(エ

ネルギｰ･鉱物ほか),災害と予知,環境悪化と保全の問題

が取りあげられております.

地質ニュｰスの読者層をよくつかむことも大切と思い

ます.わたくしの知っているかぎりでも,コンサルタン

トや建設関係の会社で地質ニュｰスをとっている所が多

いようです.今は専門の地質屋だげでたく土木屋さんも

地質について知りたがっております.そうした要望に応

えるのも地質ニュｰスの役割ではたいでしょうか.たと

えば月報42巻5,6,7号の放射性廃棄物の深層隔離特集

は,外国の場合とひと味ちがったアイディアがあり,ぜ

ひ概要を紹介したいものです.一般廃棄物の最終処分場

の地質条件についても,日本の現状をふまえた上で解説

してほしいと思います.

終りにたりましたが,小活字2段組の今の組み方は何

とかならたいでしょうか.そういうのは,わたくしの視

力低下のせいなのでしょうか.いちど岩波の｢科学｣と見

比べて下さい.僅かの差でずっと読みやすくたります.

以上身勝手た要望をまじえて感想をつづりました.こ

れからの地学の社会化に直げて地質ニュｰスのはたす役

割は非常に大きいと期待しております.日常の忙しい業

務と研究のかたわら編集に苦心たさっておられる編集委

員会の皆様に心から敬意と謝意をささげます.
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